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更
新

年
中
行
事

―
お
月
見
―

キ
ィ
ワ
ー
ド
：
十
五
夜
の
月
。
中
秋
の
名
月
。
月
に
兎
（
月
兎
）。
月
桂
。
月
見
団
子
。

「
十
五
」
と
は
満
月
、
月
満
ち
る
日
。
望
月
。

も
ち
づ
き

２
７
６

９
５
１

４
３
８

と
い
う
数
字
の
並
び
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
す
べ
て
足
し
て
み
る
と
な
ん
と
「
十
五
」
に
な
る
。
月
の
満
ち
欠
け
を
十
五

日
で
と
ら
え
る
と
、
「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
が
日
本
語
文
化
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
十
五
夜
の
月
」
を

初
秋
に
あ
た
っ
て
、
「
中
秋
の
名
月
」
と
呼
称
す
る
よ
う
も
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
ば
か
ら
し
て
、
中
国
文
化
の
影
響

を
多
分
に
持
た
せ
た
世
界
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
「
中
秋
の
名
月
」
の
熟
語
「
中
秋
」
を
「
仲
秋
」。
ま
た
、「
名
月
」
を
「
明
月
」
と
標
記
す
る
同
音
異
表
記
に
つ

い
て
ど
う
異
な
る
の
か
を
学
習
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、

ち
ゅ
う
‐
し
ゅ
う
［
：
シ
ウ
］
【
仲
秋
・
中
秋
】〔
名
〕（
「
ち
ゅ
う
じ
ゅ
う
」
と
も
）

①
（
仲
秋
）
秋
の
三
か
月
を
孟
・
仲
・
季
と
分
け
、
そ
の
真
中
を
い
う
。
陰
暦
八
月
の
異
称
。
《
季
・
秋
》
＊
懐
風

藻
〔
七
五
一
〕
仲
秋
釈
奠
〈
藤
原
万
里
〉
「
仲
秋
釈
奠
」
＊
栄
花
物
語
〔
一
〇
二
八
～
九
二
頃
〕
音
楽
「
琥
珀
葉
は

仲
秋
の
黄
葉
の
如
し
」
＊
色
葉
字
類
抄
〔
一
一
七
七
～
八
一
〕
「
仲
秋

八
月
名

チ
ウ
シ
ウ
」
＊
日
葡
辞
書
〔
一
六

〇
三
～
〇
四
〕「Ch

ù
x
ù

（
チ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
）、
ま
た
は
、ch

ù
j
ù

（
チ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
）〈
訳
〉
秋
の
な
か
ば
。
ま
た
は
、

八
月
」
＊
浮
世
草
子
・
世
間
娘
容
気
〔
一
七
一
七
〕
序
「
享
保
二
年
中
秋
吉
旦
」
＊
虚
子
俳
句
集
〔
一
九
三
五
〕

〈
高
浜
虚
子
〉
昭
和
三
年
九
月
「
仲
秋
や
月
明
か
に
人
老
い
し
」
＊
書
経
‐
堯
典
「
宵
中
星
虚
、
以
殷
二

仲
秋
一

」

②
（
中
秋
）
陰
暦
八
月
一
五
日
の
称
。
＊
菅
家
文
草
〔
九
〇
〇
頃
〕
二
・
同
諸
才
子
、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命

飲
「
仲
秋
翫
レ

月
之
遊
、
避
二

家
忌
一

以
長
廃
」
＊
異
制
庭
訓
往
来
〔
一
四
Ｃ
中
〕
「
光
斉
二

中
秋
一

。
値
二

比
良
景
一

」

＊
文
明
本
節
用
集
〔
室
町
中
〕
「
中
秋

チ
ウ
シ
ウ
〈
略
〉
事
林
広
記
云
八
月
十
五
日
為
二

中
秋
一

」
＊
俳
諧
・
笈
日

記
〔
一
六
九
五
〕
下
・
雲
水
「
仲
龝
の
月
は
更
科
の
里
」
＊
白
居
易
‐
效
陶
潜
体
詩
「
中
秋
三
五
夜
、
明
月
在
二

前

さ
ら
し
な

軒
一

」

【
発
音
】
チ
ュ
ー
シ
ュ
ー
〈
標
ア
〉［
０
］〈
京
ア
〉［
０
］

【
辞
書
】
色
葉
・
文
明
・
易
林
・
日
葡
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海

【
表
記
】【
仲
秋
】
色
葉
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海

【
中
秋
】
文
明
・
易
林
・
言
海

と
あ
っ
て
、
見
出
し
語
を
一
つ
に
し
て
①
陰
暦
八
月
の
異
称
と
②
陰
暦
八
月
一
五
日
の
称
と
に
区
分
す
る
。
だ
が
、
そ
の

差
異
を
明
確
に
理
会
す
る
の
は
難
し
い
。

た
だ
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
の
古
辞
書
に
お
け
る
［
表
記
］
を
見
る
に
、
「
中
秋
」
の
用
語
自
体
が

室
町
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
所
載
さ
れ
て
く
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
初
出
用
例
に
は
平
安
時
代
の
『
菅
家
文

草
』
卷
第
二
を
②
の
語
用
例
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
用
例
中
の
表
記
は
「
仲
秋
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
文
字
表
記
の
立

場
で
見
る
際
に
は
問
題
が
残
る
。

平
安
後
期
の
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
、



仲
秋
［
去
・
平
］

八
月
名
／
チ
ウ
シ
ウ
。〔
前
田
本
卷
上
・
池
部
畳
字
門

ウ
⑦
〕
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と
し
て
、
「
仲
秋
」
の
標
記
語
で
収
載
す
る
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
の
用
例
文
を
見
る
に
漢
籍
資
料
で

は
、
『
書
経
』
堯
典
、
日
本
漢
詩
文
で
は
『
懐
風
藻
』
〔
七
五
一
〕
仲
秋
釈
奠
〈
藤
原
万
里
〉
、
『
菅
家
文
草
』
〔
九
〇
〇

頃
〕
二
・
同
諸
才
子
、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
飲
に
こ
の
標
記
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
、
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
広
本
（
文
明
本
）
『
節
用
集
』
の
記
事
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
次
に
示
す
。

中
秋
ナ
カ
ア
キ

又
云
二

月
夕
一

。
事
林
廣
記
云
。
八
月
十
五
日
ヲ

為
二

中
秋
ト
一

。
歐
陽
詹
翫
レ

月
序
云
。
秋
之
於
レ

時

後

チ

ウ

シ

ウ

タ
ン

ヲ
ク
レ

レ

夏
ニ

先
レ

冬
。
八
月
ノ

於
レ

秋
ニ

季
始
孟
終
。
十
五
於
レ

夜
。
又
月
之
中
秋
之
天
道
則
寒
暑
均
取
諸
月
則
蟾
白
鬼
圓
。
曰

ナ
ツ

中
秋
。
言
此
日
為
二

三
秋
之
中
ト
一

也
。
又
謂
二

之
月
夕
ト
一

。
盖
秋
景
天
高
氣
肅
月
色
信
明
。
此
夜
之
月
。
尤
為
清
瑩
。

故
今
人
多
於
二

此
夜
一

賞
レ

月
。
夢
華
録
云
。
中
秋
貴
家
結
飾
臺
槎
民
間
争
占
酒
楼
翫
月
絲
簧
鼎
沸
。
〔
地
部
時
候
門

⑧
～

②
〕

155

156

と
あ
っ
て
、
語
注
記
に
は
、
中
国
の
類
書
で
あ
る
『
事
林
廣
記
』
卷
之
四
○
節
令
記
載
門
「
中
秋
」
の
項
目
の

中
秋

月
夕

八
月
十
五
日
ヲ

為
ス
二

中
秋
ト
一

。
唐
ノ

歐
陽
詹
翫
フ
レ

月
ヲ

序
ニ

云
ク

。
秋
之
於
ル
レ

時
ニ

後
レ

夏
ニ

先
ツ
レ

冬
ニ

。
八
月
ノ

於
ル
レ

秋
ニ

ノ

レ

季
ノ

始
メ

孟
ノ

終
ハ
リ

。
十
五
ノ

於
ル
レ

夜
ニ

。
又
月
之
中
稽
フ
ル
ニ
ハ
二

之
ヲ

天
道
ニ
一

則
寒
暑
均
ク

取
ル
ニ
ハ
二

諸
ノ

月
數
ヲ
一

則
蟾
神
圓
カ
ナ

ノ

リ

。
故
ニ

曰
フ
二

中
秋
ト
一

。
言
ハ

此
ノ

日
為
タ
リ
二

三
秋
之
中
一

也
。
又
謂
フ
二

之
ヲ

月
夕
ト
一

。
盖
秋
景
ハ

天
高
ク

氣
肅
セ
リ

月
色
倍-

明

ノ

―

カ
ナ
リ

。
此
ノ

夜
之
月
。
尤
モ

為
リ
二

清
瑩
一

。
故
ニ

今
人
多
ク

於
テ
二

此
ノ

夜
ニ
一

賞
ス
レ

月
ヲ

。
夢
華
録
ニ

云
ク

。
中
秋
ノ

貴
家
結
―二

飾
シ

ノ

臺
槎
ヲ
一

民
間
争
―二

占
酒
樓
ヲ
一

翫
フ
レ

月
ヲ

絲
簧
鼎
セ
テ

沸
ク

。
〔
元
禄
十
二
年
板
影
印
『
和
刻
本
類
書
集
成
』
第
一
輯
・
汲

古
書
院
、
昭
和
五
十
一
年
刊

頁
参
照
〕
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と
い
う
箇
所
か
ら
全
文
を
引
用
し
て
い
て
、
こ
の
な
か
で
文
字
表
記
に
関
し
て
は
、
「
唐
ノ

歐
陽
詹
」
を
省
語
し
、
「
月
之ノ

中
稽
フ
ル
ニ
ハ
二

之
ヲ

天
道
ニ
一

」
の
と
こ
ろ
を
「
中
秋
」
と
誤
字
、
「
取
ル
ニ
ハ
二

諸
ノ

月
數
ヲ
一

」
の
「
數
」
を
脱
字
、
「
蟾
神
」
を

「
蟾
白
鬼
」
と
分
字
表
記
、
「
倍-

明
」
を
「
信
明
」
と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
孫
引

き
に
し
た
南
宋
の
孟
元
老
撰
『
東
京
夢
華
録
』
〔
一
一
四
七
（
久
安
三
）
年
、
回
想
録
十
巻
〕
の
「
中
秋
」
の
一
文
を
引

い
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
中
秋
」
の
熟
語
表
記
が
本
邦
独
自
の
熟
語
で
は
な
く
し
て
、
中
国
宋
代
の
『
事
林
廣



記
』
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
標
記
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

《
補
助
資
料
》
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月
見
の
枝

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、

つ
き
‐
み
【
月
見
】
［
一
］
〔
名
〕
①
月
を
な
が
め
て
賞
す
る
こ
と
。
特
に
、
陰
暦
八
月
一
五
日
（
中
秋
名
月
）
と

九
月
一
三
日
（
十
三
夜
）
の
月
を
賞
す
る
こ
と
。
薄
の
穂
や
里
芋
、
栗
、
団
子
な
ど
を
供
え
た
り
す
る
。
お
つ
き

み
。
観
月
。
《
季
・
秋
》
＊
平
家
物
語
〔
一
三
Ｃ
前
〕
七
・
福
原
落
「
春
は
花
み
の
岡
の
御
所
、
秋
は
月
見
の
浜
の

御
所
」
＊
日
葡
辞
書
〔
一
六
〇
三
～
〇
四
〕
「T

ç
u
q
i
m
i

（
ツ
キ
ミ
）
」
＊
俳
諧
・
猿
蓑
〔
一
六
九
一
〕
三
「
月
見
せ

ん
伏
見
の
城
の
捨
郭
〈
去
来
〉
」
＊
浄
瑠
璃
・
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
〔
一
七
一
一
頃
〕
四
「
人
の
身
の
栄
華
と
申
は

月
見
花
見
の
遊
興
、
扨
は
野
あ
そ
び
川
逍
遙
」
＊
安
井
夫
人
〔
一
九
一
四
〕
〈
森
鴎
外
〉
「
策
士
雲
井
龍
雄
と
月
見

を
し
た
海
嶽
楼
は
、
此
家
の
二
階
で
あ
る
」
②
近
世
、
公
家
の
子
女
の
成
人
の
祝
儀
の
一
種
。
一
六
歳
に
達
し
た

六
月
一
六
日
に
男
子
は
脇
ふ
さ
ぎ
、
女
子
は
鬢
そ
ぎ
を
祝
し
て
の
月
見
を
い
う
。
月
見
は
一
六
日
の
夜
、
饅
頭
を

月
に
供
え
、
そ
の
饅
頭
一
箇
を
取
っ
て
孔
を
あ
け
、
そ
の
孔
か
ら
月
を
の
ぞ
き
見
る
作
法
。
＊
忠
利
宿
禰
記
‐
寛

文
二
年
〔
一
六
六
二
〕
六
月
一
六
日
（
古
事
類
苑
・
礼
式
七
）
「
今
日
右
近
局
（
十
六
歳
）
鬢
曾
木
被
二

仰
出
一

〈
略
〉
夜
に
入
、
月
見
の
作
法
有
レ

之
由
也
」
＊
妙
法
院
日
次
記
‐
元
祿
四
年
〔
一
六
九
一
〕
六
月
一
六
日
（
古
事

類
苑
・
礼
式
七
）
「
御
月
見
と
は
脇
を
ふ
さ
が
る
る
事
也
。
月
に
百
味
を
被
レ

備
て
、
其
内
の
ま
ん
ぢ
う
に
、
御
指

に
て
穴
を
あ
け
ら
れ
て
、
其
穴
の
中
よ
り
月
を
御
覧
被
レ

成
事
な
り
」
③
山
芋
を
す
り
お
ろ
し
た
も
の
の
上
に
生
た

ま
ご
の
黄
身
を
お
と
し
た
も
の
。
黄
身
を
月
に
み
た
て
て
い
う
。
④
「
つ
き
み
う
ど
ん
（
月
見
饂
飩
）
」
「
つ
き
み

そ
ば
（
月
見
蕎
麦
）
」
の
略
。
＊
東
京
風
俗
志
〔
一
八
九
九
～
一
九
〇
二
〕
〈
平
出
鏗
二
郎
〉
中
・
八
・
飲
食
店
、

料
理
店
「
其
種
類
に
も
か
け
・
盛
り
を
普
通
と
し
、
笊
籬
・
餻
か
け
・
山
か
け
・
月
見
・
天
麩
羅
・
お
か
め
・
花

な

み

ざ

る

あ
ん

巻
・
卵
と
ぢ
・
鴨
南
蛮
な
ど
甚
だ
多
し
」
＊
病
院
の
窓
〔
一
九
〇
八
〕
〈
石
川
啄
木
〉
「
天
麩
羅
に
致
し
ま
せ
う

か
？

そ
れ
と
も
月
見
な
り
五
目
な
り
、
柏
も
直
ぐ
出
来
ま
す
が
」
⑤
月
経
の
俗
称
。
＊
雑
俳
・
柳
多
留
‐
一
三
五

〔
一
八
三
四
〕
「
蛤
も
紅
緒
口
に
な
る
初
月
見
」
［
二
］
①
（
「
訪
月
」
と
も
書
く
）
平
曲
の
曲
名
。
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）
福
原
遷
都
の
行
な
わ
れ
た
秋
、
徳
大
寺
実
定
が
古
都
の
月
を
見
て
、
荒
廃
を
嘆
く
場
を
曲
に
し
た
も
の
。

八
坂
流
が
廃
絶
し
た
時
、
こ
の
曲
だ
け
が
一
方
流
に
伝
わ
り
残
っ
た
。
②
地
歌
の
曲
名
。
長
歌
に
属
す
。
元
祿

い
ち
か
た

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
頃
、
小
野
川
検
校
る
い
一
作
曲
。
秀
松
軒
作
詞
。
廓
の
月
見
を
扱
っ
た
も
の
。
本
調

子
。【
語
誌
】（
１
）
中
国
で
は
古
く
か
ら
十
五
夜
を
仲
秋
節
と
い
い
、
瓜
や
果
物
な
ど
を
供
え
、
月
餠
を
食
べ
て
、

月
見
を
す
る
風
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
貴
族
た
ち
は
月
を
観
賞
し
、
詩
歌
や
管
弦
を

楽
し
ん
だ
。
寛
平
・
延
喜
（
八
八
九
～
九
二
三
）
の
頃
に
は
月
見
の
宴
が
催
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に
は
な
い
十
三

夜
の
月
見
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
八
月
一
五
日
、
九
月
一
三
日
の
ど
ち
ら
か
片
方
の
月
し
か
見

な
い
こ
と
を
片
月
見
と
い
っ
て
忌
む
の
も
日
本
だ
け
で
あ
る
。
（
２
）
暦
の
普
及
以
前
月
々
の
満
月
の
日
は
い
わ
ば

折
り
目
の
日
で
あ
り
、
元
来
日
本
人
は
こ
の
日
の
月
を
大
事
に
し
て
い
た
。
特
に
陰
暦
の
八
月
一
五
日
は
初
穂
祭

で
、
民
間
で
は
風
流
よ
り
農
耕
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
の
意
味
合
い
が
濃
い
。
八
月
一
五
日
を
芋
名
月
、
九
月
一
三

い
も
め
い
げ
つ

日
を
豆
名
月
・
栗
名
月
と
呼
ぶ
の
も
農
作
物
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
風
流
と
農
耕
儀
礼
と

く
り
め
い
げ
つ

の
二
面
性
を
も
ち
、
次
第
に
日
本
独
自
の
風
を
深
め
な
が
ら
、
重
要
な
年
間
行
事
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
。

（
３
）
八
月
一
五
日
の
供
え
物
と
し
て
、
里
芋
と
並
び
最
も
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
月
見
団
子
で
あ
る
。
中



国
の
月
餠
に
な
ら
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
芋
に
似
た
形
の
も
の
、
平
た
い
も
の
な
ど
地
方
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
東
日
本
で
は
ス
ス
キ
の
穂
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
地
方
に
よ
っ
て
は
夜
の
綱
引
き
、
他
人
の
畑
の
も

の
を
盗
る
こ
と
を
公
認
す
る
風
習
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
【
方
言
】
陰
暦
三
月
一
五
日
。
《
つ
き
み
》
新
潟
県
佐
渡3

5
6

【
発
音
】
〈
標
ア
〉
［
ミ
］
〈
京
ア
〉
［
ツ
］
【
辞
書
】
易
林
・
日
葡
・
書
言
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】
【
月
見
】
易

林
・
書
言
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海

月
見
の
圖

韓
国
禪
寺
の
堂
扉
「
月
に
兎
が
杵
を
持
ち
餅
つ
き
す
る
」
絵
図

菱
川
師
宣(

―
一
六
九
四)

の
作
で
は
、
肉
筆
画
「
十
二
力
月
風
俗
図
巻
」(

静
囊

３

美
術
館
蔵)

に
お
け
る
八
月-

月
見

の
宴
の
場
面

文
献
に
現
れ
る
の
は
、
詩
歌
や
管
弦
を
催
し
た
と
す
る
『
日
本
紀
略
』
に
、

延
喜
九
年(

九
〇
九)

八
月
十
五
夜

○
閏
八
月,

十
五
日
甲
申,

夜,

太
上
法
皇.

宇
多.

召
文
人
於
亭
子
院,

令
賦
月
影
浮
秋
池
之
詩.

此
月
也,

東
西
兩
京
桃

櫻
李
柚
柿
藤,

皆
花
成
實.

と
あ
っ
て
、
醍
醐
天
皇
の
延
喜
九
年(

九
〇
九)

八
月
十
五
夜
の
こ
と
、
宮
廷
の
月
見
の
宴
で
は
、
月
の
光
の
も
と
で
月
の

詩
や
歌
を
作
り
、
雅
楽
を
奏
で
た
と
い
う
。

が
最
も
古
い
。
だ
が
、
延
喜
元
年
に
太
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
が
、
御
所
の
清
涼
殿
で
の
月
見
の
宴
を
思
い
出
す
漢



詩
を
残
し
て
お
り
、
宮
中
で
は
も
っ
と
早
く
か
ら
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

『
躬
恒
集
』
に
、

清
涼
殿
の
南
の
つ
ま
に
み
か
は
水
な
が
れ
い
で
た
り
。
そ
の
前
栽
に
さ
さ
ら
河
あ
り
。
延
喜
十
九
年
九
月
十
三
日
に

賀
せ
し
め
給
ふ
。
題
に
月
に
の
り
て
さ
さ
ら
水
を
も
て
あ
そ
ぶ
。
詩
歌
心
に
ま
か
す

も
も
し
き
の
大
宮
な
が
ら
八
十
島
を
み
る
心
地
す
る
秋
の
夜
の
月

徒
然
草
二
百
三
十
九
段
に
「
八
月
十
五
日
、
九
月
十
三
日
は
婁

宿
な
り
。
こ
の
宿
、
清
明
な
る
が
故
に
月
を
も
て
あ
そ

ろ
う
し
ゆ
く

ぶ
に
良
夜
と
す
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
云
う
「
宿
」
と
は
二
十
八
宿
の
こ
と
。
た
だ
し
、
兼
好
法
師
の
時
代
の
暦
（
宣
明

暦
）
で
は
、
イ
ン
ド
式
の
二
十
七
宿
を
使
っ
て
い
た
。
こ
の
二
十
八
宿
（
二
十
七
宿
も
同
じ
）
の
「
宿
」
は
、
も
と
も
と

月
が
そ
の
日
ど
の
星
座
（
中
国
式
の
星
座
）
に
あ
た
る
の
か
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
婁
宿
」
の
「
婁
」
は
、
星
座

の
名
前
で
あ
る
（
現
在
の
お
ひ
つ
じ
座
の
頭
辺
り
を
い
う
）。

こ
の
「
宣
明
暦
」
の
二
十
七
宿
方
式
で
は
、
確
か
に
八
月
十
五
日
と
九
月
十
三
日
の
星
宿
は
「
婁
」
と
な
る
の
で
、
ど

ち
ら
の
日
も
月
は
、
ほ
ぼ
同
じ
星
座
の
方
角
に
見
え
た
こ
と
に
な
る
。
月
は
一
暦
月
の
間
に
日
付
で
云
え
ば
、
大
体
二
日

分
だ
け
星
宿
が
進
む
こ
と
か
ら
、
八
月
の
十
五
夜
と
九
月
の
十
三
夜
が
同
じ
星
宿
に
な
る
の
は
、
あ
た
り
ま
え
と
い
え
ば

あ
た
り
ま
え
な
の
だ
が
、
二
つ
の
月
見
の
日
は
、
月
が
同
じ
星
座
（
星
宿
）
に
あ
っ
た
と
云
う
の
は
、
な
ん
だ
か
不
思
議

な
気
が
し
な
い
訳
で
な
い
。


